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１．事業の種類
農山漁村地域整備交付金（集落基盤整備事業）

２．主要工事の工種及び数量
(1) 農業集落道整備 8路線 Ｌ＝ 2,267ｍ
(2) 農業集落排水施設整備 49路線 Ｌ＝20,197ｍ

３．事業期間
平成24年度～平成29年度 （ 当 初 ）
平成24年度～令和 3年度 （第1回変更）
平成24年度～令和 6年度 （第2回変更）

４．事業費
1,173百万円 （ 当 初 ）
1,584百万円 （第1回変更）
1,969百万円 （第2回変更）
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５．事業の目的（農業集落道）
(1)地区の現状

・本地区は、水田地帯の中にクリークによって囲まれた環濠集落を形成し、

数十戸程度のまとまりを持っている。

・ほ場整備によって集落周辺の道路は整備されているが、集落内の道路は

未整備のままである。

(2)地区の課題

・集落内道路は未整備であり、幅員が狭く、日常生活に支障をきたしている。

・消防車、救急車等の緊急車両のスムーズな進入が困難な状態である。

(3)整備の方向性

・狭隘な道路を拡幅し、路面はアスファルト舗装で整備する。

・上記の整備により、公共性・走行性のある利用価値の高い道路としての

機能を十分に発揮できるようにする。
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６．事業の目的（農業集落排水施設）
(1)地区の現状

・集落周辺の農業用排水路（クリーク）は、ほ場整備によって排水断面が

確保され、排水能力が向上しているが、集落内の排水路（クリーク）は、

水路法面の崩壊等による土砂の堆積や水路底の不陸（凸凹）のために

水の流れが悪くなっている。

(2)地区の課題

・排水路（クリーク）の水の流れが悪いため、悪臭や蚊の発生、雑草の

繁茂の原因となっている。

(3)整備の方向性

・排水断面の確保により排水能力を向上させる。

・水路法面保護と水路底の改良を行い、維持管理の労力を軽減する。

・上記の整備により、集落内の安全性および環境の向上を図る。
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・第2回変更(令和4年度)【農山漁村地域整備交付金（集落基盤整備事業）】
事業期間：平成24年度～令和6年度（13年間） ※3年延長
事業量 ：集落道路8路線、集落排水路49路線
事業費 ：1,969百万円 ※385百万円増額
経済効果（Ｂ/Ｃ）：1.54 ※▲0.19減

・当 初(平成24年度)【地域自主戦略交付金（集落基盤整備事業）】
事業期間：平成24年度～平成29年度（6年間）
事業量 ：集落道路8路線、集落排水路50路線
事業費 ：1,173百万円
経済効果（Ｂ/Ｃ）：1.86

・第1回変更(平成29年度)【農山漁村地域整備交付金（集落基盤整備事業）】
事業期間：平成24年度～令和3年度（10年間） ※4年延長
事業量 ：集落道路8路線、集落排水路49路線 ※集排1路線廃止
事業費 ：1,584百万円 ※411百万円増額
経済効果（Ｂ/Ｃ）：1.73 ※▲0.13減

6



【第１回変更内容（平成２９年度）】

農業集落道整備

★路線延長の増 Ｌ＝2,210ｍ → Ｌ＝2,284ｍ （74ｍ増）

★事業費の増 161百万円 → 281百万円 （120百万円増）

・路床改良工の増

・補償費（電柱・車庫等移設）の増

農業集落排水施設整備

★路線数の減 50路線 → 49路線（南11区路線の除外）

★路線延長の増 Ｌ＝19,929ｍ → Ｌ＝20,197ｍ （268ｍ増）

★事業費の増 1,012百万円 → 1,303百万円 （291百万円）

・捨石柵工をコンクリート柵渠工への変更

・ブロックマット工の増

・捨石張工の増

※平成29年度佐賀市公共事業評価監視委員会（平成30年2月）に諮り、事業継続。 7
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【第２回変更内容（令和４年度）】

農業集落道整備

★路線延長の減 Ｌ＝ 2,284ｍ → Ｌ＝ 2,267ｍ （17ｍ減）

★事業費の減 281百万円 → 263百万円 （18百万円減）

・Ｌ型擁壁の減

農業集落排水施設整備

★事業費の増 1,303百万円 → 1,706百万円 （403百万円増）

集落内の狭隘水路に起因して

・施工単価の増（小型機械の選定、木杭打設歩掛りの見直し）

・水路内施工用仮設敷鉄板、家屋調査費の増

経年による情勢の変化に起因して

・仮設ヤード用仮設敷鉄板、耕地復旧費の増

・残土処理費、雑木処分費の増



・農業集落道整備 進捗率100％（令和4年12月末時点）

整備済み 8路線/全8路線（2,267m/2,267m）
・農業集落排水施設整備 進捗率90.0％（令和4年12月末時点）

整備済み 44路線/全49路線（18,169m/20,197m）
整 備 中 4路線/全49路線（ 787m/20,197m）
未 整 備 3路線/全49路線（ 1,241m/20,197m）
注）１路線を複数年で整備しているため、路線数の合計は計画路線数と一致していない。下表も同様。

令和4年度末時点で94％の進捗を見込んでいる。
今後、令和6年度での事業完了を目指している。

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 計

集 道 0m 0ｍ
5路線
1,135ｍ

3路線
192ｍ

3路線
48ｍ

3路線
321ｍ

1路線
458ｍ

1路線
113ｍ

8路線
2,267ｍ

集 排 23路線
6,384m

14路線
4,134m

23路線
1,671m

5路線
670m

2路線
503m

3路線
496m

4路線
821m

4路線
861m

7路線
1,532m

6路線
1,097m

4路線
787m

整備中

2路線
553m

未整備

1路線
688m

未整備

49路線
20,197m

事業費 558 251 145 80 60 57 72 77 188 138 110
115
予定

118
予定

1,969

〃累計 558 809 954 1,034 1,094 1,151 1,223 1,300 1,488 1,626 1,736 1,851 1,969 9

事業費単位（百万円）



区 分 地区全体
農業集落

道
農業集落
排水施設

総費用 C (現在価格化) 2,925,673 454,693 2,470,980

当該事業費 2,434,661 341,657 2,093,004

その他費用（再整備費-資産価格） 491,012 113,036 377,976

年総効果(便益)額 135,498 16,196 119,302

評価期間(年) 53 53 53

割引率 0.04 0.04 0.04

総便益額 B (現在価値化) 4,526,121 510,736 4,015,385

総費用総便益比 B/C 1.54 1.12 1.62

年
効
果
額

作物生産効果 8,106 8,106

維持管理費節減効果 ▲3,674 ▲22 ▲3,652

営農に係る走行経費節減効果 3,142 3,142

一般交通等経費節減効果 5,034 5,034

生活環境改善効果
（安全性・快適性向上効果）

121,808 8,042 113,766

国産農産物安定供給効果 1,082 1,082

• 経済効果（総費用総便益比 B/C）は、１．５４であり、事業要
件の１．０以上を満たしている。

・経済効果は、土
地改良事業の効果
算定手法「改訂版

新たな土地改良の
効果算定マニュア
ル」により算定。

・総費用総便益比
＝総便益 / 総費用

・総費用：評価期間
中の事業費（再整
備費も含む） を現
在価値化したもの

・総便益：評価期間
中の年効果額を現
在価値化 したもの
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農業集落道

整備前は道路の幅員が
狭く、車の離合が出来な
い、もしくは、困難なため
農業用の交通が主であっ
た。

整備後は道路の幅員が広くなり、
車の離合が可能となった。

また、アスファルト舗装になり走行
性もよくなったため、通勤等の農業
外交通が増加している。

道路の拡幅整備の結果、
・消防車、救急車等緊急車両のスムーズな進入が可能となった。

・道路に隣接している住民の利用だけではなく、他地区住民の通
行が増えた。
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◆農業集落道
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整備前（於保２） 整備後（於保２）

整備前（池上２） 整備後（池上２）



農業集落排水施設

整備前は水路底が不陸
（凸凹）していて、排水が
悪く、雑草が繁茂してい
る状況であった。

整備後は水路底の不陸（凸凹）が
解消され水の流れが良くなってい
る。また、水路法面保護や水路底
の改良により雑草の発生が抑制さ
れている。

水路整備の結果、

・水路底の不陸（凸凹）や土砂の堆積が解消され、水の流れが良く
なり、悪臭や蚊の発生が減少した。
・雑草の発生が抑制され、草刈り等の維持管理労力が軽減された。
・水路断面が確保され、排水能力が向上し、安全性が高まった（広

域治水にも寄与している）。 13



◆農業集落排水施設
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整備前（八田） 整備後（八田）

整備前（厘外西） 整備後（厘外西）



◆ブロックマット工の製品の見直し

• 当初、集落排水施設で
採 用 し て い る ブ ロ ッ ク
マット工は、厚さ8cmの
製品を採用していた。

• 事業を進めていく中で、
厚さ5.5cmの製品が発売
され、8cmの製品と比べ
て安価であった。

• このことから、5.5cmの製
品に変更してコスト縮減
を図っている。 6,700円/m2 6,200円/m2

採 用

ブロックマット8cm ブロックマット5.5cm

＜参考資料＞
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◆代替案として施設の移設が考えられるが、

以下の理由により、採用は困難である。

・農業集落排水施設は集落内にあり、民家からの

集落排水を流下させる機能を有している。そのため、

施設を別の場所に移設（バイパス化等）することは

困難である。

※農業集落道は全路線整備済み
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◆平成２４年度の事業開始から現在に至るまで、事業
の必要性に変化はない。

◆令和4年度末時点で進捗率は約94％を見込んでおり、

整備完了地区では、事業の目的としている事業効果
（排水能力向上、悪臭・雑草抑制）が発現している。

◆未整備地区では、本事業の着手を待ち望まれている。

◆上記より、本事業の必要性・有効性は明らかであり、
引き続き、本事業を継続したい。
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